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事業の概要

　都道府県が、主体的な取組として、若年者に対するカウンセリング、情報提供等の一連の就職関
連サービスをワンストップで提供するセンター（通称：ジョブカフェ）を設置する場合において、
都道府県からの要望に応じ、公共職業安定所を併設し職業紹介を実施するとともに、地域の実情に
応じた様々な就職支援を展開するため、企業説明会や各種セミナーの実施等の若年者地域連携事業
をジョブカフェを運営する民間機関等に委託して実施する。

（有効性の評価）
　事業開始以降５年が経過し、若者の認知も一定程度広がっており、サービス利用者数及び就職者数とも
に順調に推移している。ジョブカフェでは、若者が気軽に利用できる環境づくり、安心感を与えるようなサー
ビス提供を基本に様々な工夫をしており、利用者の多くが「口コミ」により利用を開始していることから、利用
者のニーズに応じた的確なサービスを提供できているといえる。特に、ただちに職業紹介による就職が難し
い若者に対し、カウンセリングをはじめ、適性診断、セミナー、グループワーク、企業説明会、職場実習等の
多種多様なメニューの中から、一人ひとりのニーズを見極め必要な支援を行うことで、自己理解、職業理解
を促し、就業意欲を高めるとともに、職業紹介をワンストップで行うことで、平成１６年度以降、平成２０年度ま
でに延べ４０.８万人の就職に結びついており、手段として有効である。

（効率性の評価）
　都道府県が主体となって設置するジョブカフェにおいて、民間機関等が実施するセミナー、カウンセリング
等と公共職業安定所による職業紹介を組み合わせることにより、地域毎にそれぞれの地域特性を活かした
幅広い就職支援をワンストップで提供できることが可能な事業であり、手段として効率的である。さらに、経済
産業省とも連携しながら都道府県の取組を支援することにより、地域の実情に応じた効果的・効率的な就職
支援を推進している。

【評価結果の概要】
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ジョブカフェ等によるきめ細かな就職支援

基本目標Ⅳ
　経済・社会の変化に伴い多様な働き方が求められる労働市場において労働者の職業の安定を図る
こと
施策目標３
　労働者等の特性に応じた雇用の安定・促進を図ること
施策目標３－１
　高齢者・障害者・若年者等の雇用の安定・促進を図ること
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記載事項（抜粋）

今後３年間で、①若者について、ジョブ・カードの整備・充実、
「フリーター等正規雇用化プラン」による１００万人の正規雇用化、
（略）を目指す

　（政策等への反映の方向性）
　　事業開始以降５年が経過し、若者の認知も一定程度広がってきていることから、平成２１年度予算におい
て広報経費等の縮減を図ったところであるが、雇用失業情勢にかんがみると、若年者の雇用の安定・促進を
図る必要があることから、有効性及び効率的が認められるという評価結果を踏まえ、平成22年度概算要求に
おいて所要の予算を要求する。
　（概算要求額：２，０５７百万円）

施政方針演説等

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

アウトカム指標
（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
5.3 8.9 9.3 8 .8 8.5１ 就職者数（万人）

【 】 【 】 【 】 【 】 【 】（8.4万人以上／平成２０ ８７％ 114％ 99％ 101％ 101％
年度）

（調査名・資料出所、備考）
資料出所：職業安定局調べによる。

アウトプット指標
（達成水準／達成時期）
※【 】内は、目標達成率（実績値／達成水準）

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
108.6 163.3 167.3 159.1 166.7１ 利用者数（万人）

【 】【 】【 】【 】 【 】（144.0万人以上／平成 163％ 132％ 107％ 108％ 116％
２０年度）

（調査名・資料出所、備考）
資料出所：職業安定局調べによる。


